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私
た
ち
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
参
加
は
反
対
と
考
え
て
い
ま
す
。
参

加
す
る
こ
と
で
懸
念
さ
れ
る
影
響
、
ま
た
24
項
目
に
わ
た
る
問

題
点
が
明
確
に
示
さ
れ
て
い
な
い
段
階
で
の
参
加
は
、
危
険
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。

日
本
の
農
業
へ
の
影
響
は
関
税
が
撤
廃
さ
れ
れ
ば
安
い
農
畜

産
物
が
輸
入
さ
れ
、
か
つ
安
全
で
な
い
農
畜
産
物
を
も
輸
入
さ

れ
か
ね
な
い
の
で
す
。
そ
の
結
果
、
私
た
ち
の
食
生
活
は
守
れ

る
で
し
ょ
う
か
？
ま
た
農
業
生
産
者
の
生
計
に
も
大
き
な
打
撃

を
与
え
、
壊
滅
状
態
に
な
る
リ
ス
ク
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
消

費
者
の
食
の
安
心
安
全
は
野
放
し
状
態
で
、
危
険
き
わ
ま
り
な

い
事
態
に
な
る
リ
ス
ク
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
そ
の
他
の
分

野
で
も
色
々
な
懸
念
項
目
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
政
府
が
認
め
た
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
21
分
野
の
主
な
懸
念
を

次
ペ
ー
ジ
に
列
挙
し
て
み
ま
す
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
こ
と
い
っ
し
ょ
に
考
え
ま
せ
ん
か

～日本の未来のために、食と暮らし・命を守るために～

平成２３年１０月 ２３日 ＴＰＰ交渉参加断固反対 鳥取県大会



Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
分
野
の
主
な
懸
念

一

物
品
の
関
税
撤
廃
な
ど
・
・
・
米
や
小
麦
、

砂
糖
、
乳
製
品
、
牛
肉
、
豚
肉
な
ど
の
重
要
品

目
も
含
め
、
関
税
の
全
廃
を
迫
ら
れ
る
。
米
豪
、

米
韓
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
よ
う
に
、
医
薬
品
分
野
の
規
定

が
お
か
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

二

原
産
地
規
則
・
・
・
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
国
以
外
の

産
品
な
ど
が
不
正
に
関
税
な
し
で
流
通
す
る
可

能
性
が
あ
る
。

三

貿
易
円
滑
化
・
・
・
特
に
な
し
。

四

Ｓ
Ｐ
Ｓ
（
衛
生
植
物
検
疫
）
・
・
・
病
害
虫

発
生
国
か
ら
も
地
域
限
定
で
生
産
物
が
輸
入
さ

れ
る
よ
う
に
な
る
懸
念
が
あ
る
。
個
別
品
目
の

輸
入
解
禁
を
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
国
か
ら
交
渉
参

加
の
条
件
と
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

五

製
品
の
安
全
・
環
境
規
格
・
・
・
遺
伝
子
組

み
換
え
作
物
の
表
示
が
で
き
な
く
な
る
可
能
性

が
あ
る
。

六

セ
ー
フ
ガ
ー
ド
（
緊
急
輸
入
制
限
）
の
発
動

条
件
な
ど
・
・
・
セ
ー
フ
ガ
ー
ド
措
置
を
発
動

で
き
る
条
件
が
厳
し
く
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

米
豪
Ｆ
Ｔ
Ａ
な
ど
は
農
産
物
関
税
撤
廃
後
の
発

動
を
禁
止
し
て
い
る
。

七

政
府
調
達
・
・
・
外
国
企
業
へ
の
配
慮
で
地

方
自
治
体
の
事
務
負
担
が
多
大
に
な
る
可
能
性

が
あ
る
。
米
豪
Ｆ
Ｔ
Ａ
は
海
外
に
入
札
を
解
放

す
る
事
業
が
半
分
以
下
で
あ
る
。

八

知
的
財
産
権
・
・
・
日
本
の
特
許
制
度
の
改

正
が
迫
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

九

カ
ル
テ
ル
な
ど
の
防
止
・
・
・
日
本
の
既
存

制
度
と
の
整
合
性
が
と
れ
な
く
な
る
可
能
性
が

あ
る
。

十

越
境
サ
ー
ビ
ス
貿
易
・
・
・
個
別
の
資
格
・

免
許
の
相
互
承
認
が
求
め
ら
れ
る
場
合
に
は
医

師
・
弁
護
士
資
格
な
ど
の
日
本
の
既
存
制
度
の

改
正
を
迫
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

十
一

商
用
関
係
者
の
移
動
・
・
・
特
に
な
し
。

十
二

金
融
サ
ー
ビ
ス
・
・
・
米
国
な
ど
か
ら
郵

政
や
共
済
で
追
加
約
束
を
求
め
ら
れ
る
可
能
性

が
あ
る
。
米
韓
Ｆ
Ｔ
Ａ
で
は
韓
国
郵
政
に
よ
る

保
険
の
新
商
品
販
売
を
禁
止
。
共
済
も
民
間
保

険
と
同
一
の
規
制
を
適
用
。

十
三

電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
・
・
・
特
に
な
し
。

十
四

電
子
商
取
引
・
・
・
日
本
が
結
ん
で
き
た

既
存
の
Ｅ
Ｐ
Ａ
と
の
整
合
性
が
と
れ
な
く
な
る

可
能
性
が
あ
る
。

十
五

投
資
・
・
・
外
国
の
投
資
家
か
ら
日
本
が

国
際
仲
裁
に
提
起
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

十
六

環
境
・
・
・
海
洋
資
源
保
全
、
野
生
動
物
、

違
法
伐
採
に
関
す
る
規
定
が
盛
り
込
ま
れ
れ
ば

日
本
の
漁
業
補
助
金
な
ど
が
削
減
さ
れ
る
可
能

性
が
あ
る
。

十
七

労
働
・
・
・
特
に
な
し
。

十
八

制
度
的
事
項
・
・
・
特
に
な
し
。

十
九

締
結
国
間
の
紛
争
解
決
・
・
・
特
に
な
し
。

二
十

協
力
・
・
・
特
に
な
し
。

二
十
一

分
野
横
断
的
事
項
・
・
・
今
後
の
議
論

を
見
極
め
る
必
要
が
あ
る
。

（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
で
は
24
の
作
業
部
会
が
設
け
ら
れ

て
い
る
が
、
「
首
席
交
渉
官
会
議
」
は
特
定
分
野

を
扱
っ
て
い
な
い
21
分
野
に
し
た
。
）

以
上
の
様
に
色
々
な
懸
念
材
料
が
あ
り
、
か
つ

見
え
て
い
る
も
の
は
一
部
で
あ
り
、
こ
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ

問
題
に
は
リ
ス
ク
が
大
き
い
と
考
え
る
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ

の
参
加
は
い
ま
必
要
か
、
そ
し
て
リ
ス
ク
が
大
き

け
れ
ば
参
加
し
な
い
、
ま
た
国
益
に
な
ら
な
い
な

ら
断
固
反
対
で
あ
る
と
表
明
し
よ
う
。

現在、参加が検討されている環太平洋連携協定（TPP）

に参加した場合、国の試算によると国全体では4兆1千

億円（国内農業生産額の48.4％）の農産物の生産額が

減少すると公表された。

１．国の試算に準ずる品目

２．国が試算に含めていない品目

３．県農業生産額への影響合計

本県においても、国と同様の条件で試算した場合、

本県農業としては316億円（県農業生産額の45％）の

農産物の生産額が減少する可能性があるとの結果が得

られた。

品 目 名

県農業生産

額(Ｈ20)

（Ａ）

国試算に基づく

生産額の減少率

（Ｂ）

県生産減少額

=(Ａ)×(Ｂ)

米 160億円 △94％ △150億円

牛 肉

（肉用牛）
29億円 △83％ △24億円

牛 乳 58億円 △100％ △58億円

豚肉（豚） 53億円 △80％ △42億円

鶏

（ブロイラー）
53億円 △65％ △34億円

鶏 卵 22億円 △33％ △7億円

計① 375億円 ― △316億円

環 太 平 洋 連 携 協 定 （ T P P ） 参 加 に よ る 鳥 取 県 農 業 へ の 影 響 額 試 算

（鳥取県ホームページより）

品 目 名

県農業生産

額(Ｈ20)

（Ａ）

国試算に基づく

生産額の減少率

（Ｂ）

県生産減少額

=(Ａ)×(Ｂ)

野 菜 200億円 不 明 ―

果 実 69億円 不 明 ―

花 き 22億円 不 明 ―

その他 36億円 不 明 ―

計② 327億円 不 明 ―

①＋② 702億円 △316億円



下種 安藤 健一

僕が農業を始めたきっかけは、自然の中で仕事が出来

る事と自ら育てた野菜や果物を売り、色々な方に食べて

もらえる事に魅力を感じたからです。そして、運が良い

事に妻のお兄さんが農業を経営しており、働かせてもら

う事になって今に至ります。

僕は兵庫県の明石という所で菓子工場に勤めていまし

た。初め、鳥取で農業をするという事に対して、僕の両

親は反対し何回も説得しました。その結果、この北栄町

の下種に移り住んで来て農業を始めました。なかなか僕

みたいなパターンの人は少ないかもしれませんが…(笑)。

やはり農業という仕事は思っていた以上に大変な仕事だ

と思います。

朝早くから畑に出ては暗くなるまで作業をし、夏は倒

れそうになる位に暑いし、冬は動けなくなる位に寒いし、

時には雨もいきなり降ってくるといった過酷なものです。

しかし前の仕事と比べると、家族と接する時間が増えた

し、自然を相手にしているせいか、気持ち的にゆとりが

出来てきたと実感しています。作業自体も慣れてくるう

ちに楽しくなったり、野菜や果物それぞれの特質を教わっ

て感心させられたり

と、農業の奥深さを

徐々に感じてきてい

ます。これから不安

もありますが、一人

前の農業者になれる

ように頑張っていく

ので、応援ヨロシク

お願いします。

が ん ば っ て い ま す

収
穫
の
喜
び
を
体
験

小
雨
の
降
っ
た
十
一
月
五
日
、
ハ
ワ
イ
夢
マ
ー
ト
（
Ｊ
Ａ
直
販
所
）

の
サ
ポ
ー
タ
ー
が
北
栄
町
大
谷
の
我
が
家
の
ほ
場
で
収
穫
体
験
を
行
っ

た
。

サ
ポ
ー
タ
ー
の
構
成
員
は
、
主
婦
を
中
心
に
、
鳥
取
短
大
の
学
生

さ
ん
ら
二
十
名
余
り
。
事
前
に
や
っ
て
み
た
い
事
を
記
入
し
て
も
ら

う
と
、
野
菜
を
使
っ
た
料
理
の
作
り
方
と
か
、
野
菜
の
収
穫
体
験
が

し
て
み
た
い
と
の
事
だ
っ
た
。
当
日
は
、
あ
い
に
く
の
雨
と
な
っ
た

が
、
ど
ろ
ん
こ
に
な
り
な
が
ら
、
今
が
旬
の
サ
ツ
マ
イ
モ
、
大
根
、

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、
白
菜
を
収
穫
。
土
の
中
か
ら
大
き
な
野
菜
が
出
る

と
喜
び
の
声
が
あ
が
っ
て
い
た
。

場
所
を
移
動
し
、
北
栄
町
中
央
公
民
館
大
栄
分
館
で
取
れ
た
て
の

野
菜
を
使
い
、
「
サ
ツ
マ
イ
モ
と
ゴ
ボ
ウ
の
お
こ
わ
」
等
四
品
を
参

加
者
全
員
で
作
り
、
昼
食
に
い
た
だ
い
た
。
満
足
そ
う
な
顔
に
安
心
。

こ
の
企
画
を
通
じ
、
世
代
間
の
交
流
が
う
ま
れ
、
収
穫
の
喜
び
、

農
業
へ
の
理
解
が
一
層
深
ま
っ
た
よ
う
に
思
え
た
。（

森
本
真
理
子
）

平
成
23
年
１
月
28
日(

金)

に
行
わ
れ
た
～
農
業
が
結
ぶ
・
地
域
の
き
ず
な
～｢

オ
ー
ル

北
栄
ア
グ
リ
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
で
募
集
し
た
農
業
川
柳
の
優
秀
作
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

野
良
が
好
き

い
つ
も
き
れ
い
な

母
の
畑

鈴
木

則
子
（
静
岡
県
）

柿
ひ
と
つ

鳥
に
残
し
て

出
荷
終
え

梅
山

す
み
江
（
神
奈
川
県
）

流
れ
出
る

汗
に
応
え
て

う
ま
い
米

亀
井

千
代
蔵
（
福
井
県
）

温
泉
に

行
っ
て
も
い
い
か
と

苗
に
聞
く

幅
内

綾
美
（
北
海
道
）

収
穫
を

祈
っ
て
計
る

糖
度
計

友
定

憲
一
（
江
北
）

た
べ
れ
た
よ

に
が
て
な
ト
マ
ト

グ
ー
の
あ
じ

森
下

美
蘭
（
岡
山
県
）

幸
せ
も

一
し
ょ
に
囲
む

鍋
料
理

遠
藤

繁
義
（
由
良
宿)

土
付
い
た

父
母
の
野
菜
を

お
土
産
に

角
山

諭
（
京
都
府
）

手
間
か
け
た

メ
ロ
ン
は
主
を

裏
切
ら
ぬ

野
嶋

道
子
（
国
坂
）

今
朝
採
っ
て

産
地
直
送

道
の
駅

山
崎

勝
憲
（
田
井
）

手
間
暇
を

か
け
て
確
か
な

無
農
薬

加
藤

順
也
（
愛
知
県
）

見
回
り
の

野
菜
は
愛
し

子
と
同
じ

竹
重

登
美
子
（
山
口
県
）

お
野
菜
も

君
も
素
顔
の

ま
ま
が
い
い

門
脇

か
ず
お
（
米
子
市
）

食
膳
に

地
産
地
消
の

料
理
載
る

岩
崎

和
子
（
江
北
）

豊
作
に

貧
乏
神
が

し
が
み
つ
き

涌
嶋
正
和
（
北
条
島
）

農
業
は

「
快
」
「
協
」
「
健
」
の

３
Ｋ
で

長
戸

康
孝
（
埼
玉
県
）

百
姓
も

地
産
他
消
で

よ
そ
が
当
て

浜
根

良
太
郎
（
松
神
）

カ
ラ
ス
来
て

大
玉
選
び

検
査
す
る

濵
坂

良
男
（
由
良
宿
）

新
米
を

食
べ
に
帰
っ
た

秋
祭

遠
藤

民
江
（
由
良
宿
）

苦
し
い
が

大
地
と
生
き
る

幸
が
あ
り

古
賀

由
美
子
（
佐
賀
県
）

一
房
に

美
味
し
く
な
れ
と

袋
か
け

中
井

美
智
子
（
東
園
）

意
気
や
良
し

ア
グ
リ
フ
ォ
ー
ラ
ム

北
栄
の

八
木

絵
里
（
愛
知
県
）

交

流

を

し

ま

し

た



各集落や地区内における農地の売買契約、貸借契約に至

らなかった土地について、地区外などからも広く対象者等

を募ることを目的として、流動化の情報を公開します。

詳細については｢農地流動化情報台帳」として農業委員

会で閲覧できます。

※買い手、借り手の方については、耕作面積等農家要

件が必要です。

※掲載を希望された情報です。

《売りたい・貸したい》

農地流動化情報平成24年1月に開催予定の「オール北栄アグリ
フォーラム」で発表する「農業川柳」を皆様から
募集しています。
テーマは、農業に関することであれば自由です。

★応募期限 平成23年11月30日(水）
★記載事項
①農業川柳 ②作品の説明
③氏名 ④年齢（学校名、学年）
⑤住所 ⑥郵便番号
⑦電話番号

★応募方法 ハガキ、ファクシミリ、電子メー
ルにより応募してください。

★応募にあたっての注意事項
・一人３点まで応募可能です。
・応募作品は、自作未発表・他に応募していな
いものに限ります。

〒689-2111
鳥取県東伯郡北栄町土下112
産業振興課農林振興室
電話：0858-36-5565
ﾌｧｸｼﾐﾘ：0858-36-4595
e-ﾒｰﾙ：sangyo@e-hokuei.net

№ 農地の所在 地目 面積(a)

１由良宿戸崎(貸借のみ) 田１４

２西園中浜(賃借のみ) 畑３０

３西園北濱(賃借のみ) 畑７

４由良宿郷原(賃借のみ) 畑８

〔
編
集
後
記
〕

３
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災
か
ら

９
ヶ
月
目
を
迎
え
た
。

日
本
中
の
人
が
、
ま
た
被
災
地
の

人
が
、
復
興
に
向
け
て
一
歩
一
歩
前

進
し
て
い
る
。

そ
ん
な
東
北
に
厳
し
い
冬
が
近
づ

い
て
い
る
。

仮
設
住
宅
に
東
北
の
大
雪
が
耐
え

ら
れ
る
の
か
？

そ
ん
な
心
配
も
さ
れ
る
中
、
今
度

は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
問
題
で
日
本
中
に
不
安

を
与
え
て
い
る
。

い
っ
た
い
、
日
本
は
ど
う
な
る
の

か
。
私
た
ち
の
生
活
が
こ
の
先
ど
う

変
化
す
る
の
か
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
問
題
に
関
し
て
は
、
賛

成
も
反
対
も
意
見
と
し
て
は
あ
る
け

れ
ど
、
ど
う
し
て
反
対
す
る
の
か
…

…
。
み
ん
な
で
考
え
て
い
き
た
い
。

（
淀
瀬
千
賀
子
）

広
報
委
員

淀
瀬
千
賀
子

河
原
廣
美

前
田
浩
明

森
本
真
理
子

大
西
仁
美

齋
尾
智
弘

北
栄
町
農
業
委
員
26
名
は
、
各
担
当
地
区
に
つ
い
て

「
農
地
利
用
状
況
調
査
」
を
行
い
ま
し
た
。

【
調
査
の
目
的
】

①
違
反
転
用
の
早
期
発
見

②
優
良
農
地
の
確
保
と
有
効
利
用

③
耕
作
放
棄
地
の
発
見
防
止
と
解
消

④
意
欲
の
あ
る
農
業
者
へ
の
農
地
集
積
と
推
進

そ
こ
で
今
回
は
３
名
の
委
員
に
よ
る
調
査
報
告
を
し

ま
す
。

◇
北
条
島

涌
嶋
委
員

調
査
日:

10
月
18
日

果
樹
園
（
特
に
柿
）
で
管
理
不
十
分
な
面
が
見
ら
れ
る
。

草
刈
り
が
年
に
２
回
程
度
行
わ
れ
て
い
る
様
で
あ
る
が
、

今
後
が
心
配
。

◇
瀬
戸
・
原
・
穂
波

磯
上
委
員

調
査
日:

11
月
４
日

原
地
区
で
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
遊
休
農
地
が
あ
っ
た
。

手
を
か
け
れ
ば
も
と
に
も
ど
る
が
、
高
齢
と
暑
さ
が
原

因
か
。

瀬
戸
地
区
で
は
、
由
良
川
沿
い
水
田
で
由
良
川
拡
幅

工
事
が
施
工
さ
れ
て
い
る
た
め
、
由
良
川
沿
い
の
水
田

が
削
ら
れ
そ
う
だ
。

穂
波
地
区
は
な
し
。

水
田
は
、
各
地
区
と
も
将
来
、
大
区
画
化
を
し
て
、

地
区
ご
と
で
維
持
す
べ
き
だ
ろ
う
。

◇
江
北
浜
・
西
新
田
場
・
東
新
田
場

淀
瀬
委
員

調
査
日:

11
月
８
日

パ
ト
ロ
ー
ル
を
し
て
み
て
、
耕
作
放
棄
地
が
目
立
た

な
く
な
っ
た
と
感
じ
た
。

特
に
、
東
新
田
場
は
自
分
の
畑
を
き
ち
ん
と
守
っ
て

い
る
な
と
感
心
し
ま
し
た
。

た
だ
、
来
年
か
ら
は
、
葉
た
ば
こ
の
生
産
減
小
に
よ

り
ど
ん
な
畑
の
状
態
に
な
る
か
心
配
し
て
い
る
。

シ
リ
ー
ズ

農
業
委
員
活
動

⑧


